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⑨ 研究概要

1) 天然薬物(特に魚油中のDHA.EPA)の作用

機序の解明とその臨床的有効性

2) 中枢神経系における自然免疫応答に及ぼす和漢

薬および、食餌性n-3系脂肪酸の影響

3) 遺伝的および環境的要因による脂質代謝異常に

対する和漢薬の改善効果
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